



その他のタイトル Clarification of superfluid turbulent flow
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程度と He II に比べて大き過ぎ、He II 中で
は絶えざる沈降速度が問題となるであろう。 



























































































































⑤加熱量 q 依存性：  
計測された流速の断面中最大値（中心軸上値） 
y/d 
Umax と理論値 （Un,theo = q/ρsT）の加熱量 q 
依存性が調べられた。理論値が q に比例する
のは明白であるが、Umax もやはり q に比例する
ことが示された。比 Umax/q は、ほとんどの温度
で1を下回ったが、λ温度（2.178 Ｋ）近傍（2.10 
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